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月３日（日）青空のもと第 回湘南国際マラソンが２万４千人の参加のもと開催さ

れました。第１回から参加していますが、今回はベッドでの施術 名、出走前のパイオ

ネックス 名の合計 名と過去最高の選手の施術を行いました。ベッド数は 台で

施術者 名、学生 名で対応し、遠くは茨城県師会から東京東洋、神鍼会の方々などの

協力で多くの選手の対応ができました。神奈川衛生学園などの学生の方の巧みな誘導の

おかげで、極めてスムーズに施術が行われました。朝６時 分から 時 分までと長時

間にわたり施術者の皆さんは大変疲れられたと思います。ご苦労様でした。 

 リピーターの方が多く、定着してきたことを感じ、多くの選手がこのようなブースが

あるのは大変助かると感謝されていました。 

この大会参加も含め、 年東京大会までに９大会出場と必須講習会の参加が条件に

なることを伝え、長い間のマラソン大会の参加の延長線上に国際大会などへの参加も可

能になることから、今後とも皆さんへの協力を呼び掛けたいと思います。 
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Ặ ΰβ 

29  
̋Ṱ ṮɄ Ṯᾲ  

Ặ ϢІϱɚ  ד
 

 

平成 年 月 日（日）、神奈川県の湘南医療福祉専門学校にて、第１回全鍼師会・

神奈鍼師会共催の学術セミナーが開催された。 

第１部の講演内容は、「災害対応概論」「災害対応の実際」のテーマで、国立病院機構災

害医療センター・ＤＭＡＴ事務局運営室で災害医療に携わる、医師の小早川義貴先生にご

講演を頂いた。災害が起きた際、被災者のその後の生活を支えるために、医療機関がどの

ように連携をしてチームとして活動しているかを知る貴重な講演であった。私たちあはき

師が災害医療に携わり、我々の持っている力を十分に発揮するために、災害医療の定義を

知ること、災害医療時の構造的アプローチ（ ）を理解しておくこと、災害医

療コーディネートを理解、それらを踏まえて多職種連携の際、専門職としてどのように関

わるかなど、被災地に入る前に知っておくべきことや、業界全体で考え準備しておく必要

性を実感する内容であった。 

第２部では、「緊急時の災害対策」について、日本栄養士会常務理事の下浦佳之先生よ

るお話があった。栄養士の方々が、国家資格を持つ職能団体として、どのように災害医療

に携わっているのかを知ることができ、我々あはき師が学ぶべきことの多い講演内容で 

あった。 

第３部は、当会理事で災害対策委員長の仲嶋隆史先生を座長に、先に講演をいただいた

小早川先生、下浦先生、当会災害対策副委員長の朝日山一男先生をパネラーとしてディス

カッションが行われた。受援者側と支援者側の思いの違いの理解や、組織的に動くことの

大切さ、あはき師として一本化できる組織作りをする必要性などの意見交換が行われた。 

 

ṮɄ ד ṮẶ ᵟᶅ   
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ֹɴ Αׁש άḹ Ε Χκᶫ Ύṻ ɵ 

京都府 華学 和博 

 

ֺɴ ᵚΒͩ͢γἜ ᶫ Ặ ψϾДɚϨΕ ► ΒΉ͜Όɵ 

京都府 中神 孝策 

 

ֻɴṭ█ ᶫ ῂ Ώ ᾒЅϪϜɚϟ Ε ͣαΕ  ɵד

大阪府 古田 高征 

 

ּɴ₃₮ά ♦ κ Ἡṯ Ặ Ύἓ ͵γɵ 

神奈川県 榎本 恭子 

 

ֽɴ ₃Β ͯ΄ ₃ Ε ╦╦ᵲ Β ͵γ ɵ 

岡山県 倭田 淳平 

 

ɴ־ ΒΰγDLPFCɨ ẋ ɩỆ Εṁ ɵ 

岡山県 吉田 智恵 

 

ֿɴϠЄɚϫ ẍΕ ɵ 

静岡県 黒山 幸男 

 

ɴ׀ ᵚΎₓ≈͵γ שׁ Β ͵γ Εᵺⱪ ɵ 

石川県 坂北 謙 

 

ׁɴ ₃ Βΰγ ᶆ ΟΕᵺ ɵ 

宮城県 山田 幹夫 

 

臨床発表は上記９題が行われました。どれをとりましても日頃の臨床からの発表で試して

みたいと思うものが多かったです。神奈川の榎本先生の発表は斬新でこれからが楽しみで

す。また、若い先生、視覚障碍者の先生の発表が心に残りました。 
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̌ṰẶ ϢІϱɚΕ͢ αͻ 
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神奈川県横浜市中区万代町２丁目４－７ 

JR根岸線 関内駅南口から徒歩２分） 

 

ₒ ₓ  

演 題 鍼灸マッサージ師のためのモビライゼ―ションテクニック」 

講 師 筑波技術大学教授  藤井 亮輔 先生 

 

 

ₒ ₓ  

演 題 東京オリンピックに向けて具体的な方向性について」 

講 師 神奈川衛生学園専門学校・東海医療学園専門学校非常勤講師  

朝日山 一男 先生 

 

 

ʔ ṮᶅΖ ⱶϒɚϰ ΎṮ Β͢͜Ύͧ΅ͭ͜Ɂ 

ⱶϒɚϰΖ 3 ₲ 21 ΦΎΒ Ο ἰ͜Φ͵Ɂ 

 

  



 

  

今年で５年目を迎え、去る 月 日に神奈川県でお住ま 

いの方が元気でイキイキ、健康で暮らせる為の情報提供を 

目的とし、生活習慣の改善を含めた健康増進の取り組みを推進するため健やかで、心豊

かな暮らしの実現と健康寿命の延伸を目指し、県内の医師会や看護協会をはじめ医療関

係団体などの 団体が横浜クイーンズサークルに集結し、セルフケアーに基づく健康づ

くり実践活動の普及と啓発を行いました。 

今年はスタンプラリーの景品として㈱セイリン様からの協賛を頂き終了時間を待たず

に品切れとなる状態でした。 

   私達、神奈川県鍼灸マッサージ師会でもこの 

  企画に参加し、【かかりつけ鍼灸師】を持つ事

や【未病】の段階での鍼灸施術の必要性、そし

て各自、厚生労働大臣の免許保有証を掲げ【無

免許者対策】など県民に広くアピールする事が

出来ました。私たちのブースには｢ツボを覚え

て元気になろう｣のテーマで他のブースよりも 

人気がありました。ツボの体験を求めて若者のカップルや家族連れそしてシニアの方々

等が押し寄せ、大好評でした。全部で 名もの県民に円皮鍼を体験してもらいました。

神奈川県鍼灸マッサージ師会のホームページを入れた未病に対するチラシを配りそれぞ

れ身近の治療院でケアーをして頂くように訴える事が出来ました。参加協力頂いた有志 

の会員さん、有難うございました。              

 •  ד
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₿☻ϨЊГКϟϼύψ 

ͣΑͤη 2017 ͤ 
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－６－ 

今年も秦野鍼灸マッサージ師会では 月３日秦野市民の 

日に無料体験マッサージを開催した。体験マッサージ専用 

のブースを設営し、 名のマッサージ師に参加してもらい 

開催した。 

毎年反響が多く、混雑するため今年も例年同様予約制としたが、午前 時開始後すぐ

に午後３時までの予約が全て埋まってしまった。人数・時間の関係上多くの方を断らなけ

ればならないことが残念ではあるが、毎年ブースを出すことで、鍼灸マッサージ師会の知

名度向上には大いに役立っていることを実感でき、大変意義ある事業であることを再確認

した。今後もこのような機会を生かして、我々の生業に関する理解を深めていただき、ご

利用者様の未病・ＡＤＬ向上に微力ながら役立たせていただきたいとの思いを強くした一

日であった。 

   ד

΅ΰβ 
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月 日（日）第 回丹沢湖ハーフマラソンが開催

され、施術者 名（神鍼会会員３名）、学生１名で対応し、ベッドでの施術 名、レー

ス前のパイオネックス貼付 名で合計 名の選手の施術を行いました。 

 当日は、近年になく好天に恵まれ、モミジの紅葉が鮮やかな湖畔を選手たちは気持ちよ

く走れたようです。出走前のパイオネックスの貼付も少しずつ浸透し、リピーターが多く、

徐々に浸透してきました。施術者の皆さんは、早朝より丹沢後に赴き手際よく、施術に関

わり、この経験が、 年東京大会に向け大きな力となることを確信しました。 

ᵺ  ד  
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̌̓ ◄ ᾤ ΒΉ͜Ό 
 

本年度は会員、会員外有資格者合計で 名の方から申請を受け付けました。 

神奈鍼会員で未申請の先生は、来年度に是非お申し込みください。 

 

ⱴ Χ◄ ᾤ Ε₳ 
 

すでに厚生労働大臣免許保有者証が発行された会員のなかに、以下のような理由でまだ

お渡しできない方がまだ若干名いらっしゃいます。 

 

│∂╘⅛╠ ─ ⅜ ↕╣≡™⌂™  

Ν ה ה ה ה  
 

│ ↕╣≡™╢⅜⁸ ╠╣√ ⅜ ≢ ╢ ⅜≢⅝⌂™  

Ν  
 
⇔√⅜ ⌐ ∫≡ ≡⇔╕∫√ ⌐↔ ∞∫√√╘⁸ ↑

⅜ ↕╣√ ─ ⅛╠ ⌐ ↕╣√─∟⁸ ─ ┼

↕╣╕⇔√ Ν  

 

受け取る方法は次のどちらかでお願いします 

 

①簡易書留で送付できる切手「 円」を貼った定型封筒を、別の封筒に入れて 

神奈鍼事務所まで送って下さい 

 

②本人もしくは代理人が事前に電話連絡の上、神奈鍼事務所まで取りに来ること 

 も可能です。 

 

ʔ Α─ ΏΑβΦ͵ΕΎɀ βᵅ͜ Ύ ͵γɀ ᵚ Ṯ

Βᵺễ ͵γΑΐΕͫΏΖΎͥΦͻλΕΎͬ ḹͭ͜Ɂ 

 

ご不明な点がありましたら、神奈鍼事務所までお問い合わせ下さい。 

  - -  
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－８－ 

30 ṩ ▒ἁṮΕͬᵔ  
 

平素は神奈鍼会務にご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。 

平成 年賀詞交歓会を下記の通り昨年同様３団体共同で開催致します。ご多用のとこ

ろ誠に恐縮ではございますが、なにとぞ多くの会員の皆様にご参加いただきますようお

願い申し上げます。 

申し込み期限を延長しまして、皆様のお申し込みをお待ちしています。 
 

記 
 

 平成 年１月 日（日） 時～ 時（ 時 分受付開始） 

 

 ホテル キャメロットジャパン ５Ｆ ジュビリーⅡ 

（下記地図をご覧ください） 

   神奈川県横浜市西区北幸 1- 11- 3 ＴＥＬ：045- 312- 2111 

  

 円（付き添いも同額）を当日ご持参下さい 

    神奈鍼会員（付き添い）は ╩ いたしますので、 

当日受付にて ╩⅔ ™ ↕™⁹  

 

╖ ᵑ  ᵒ  ᵓ

を添えて神奈鍼事務所までⱨ□◒☻⁸ ⁸╙⇔ↄ│ⱷכꜟでお申

し込み下さい。 

   

 kanasin@apricot.ocn.ne.jp 

 

30 1 ₲ 12 ɨῶɩ 

 

∑ 神奈鍼事務所 ０４５- ２４２－７７９０ 

 

 

ⱱ♥ꜟ◐ꜗⱷ꜡♇♩☺ꜗⱤfi 

神奈川県横浜市西区北幸 1- 11- 3 

ＴＥＬ：045- 312- 2111 

 

横浜駅西口ダイヤモンド地下街 

突き当たり南 番出口を上がっ 

てすぐ左 

（横浜駅西口より徒歩５分） 

  

mailto:kanasin@apricot.ocn.ne.jp

